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粗大ごみ予約受付センター（粗大ごみ予約受付センター（℡   ℡   891・891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後5時）　午前9時～午後5時）
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資源ごみ・粗大ごみ　月 1回・水曜日

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一
部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜
の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・私部西・駅前住宅（私
部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金

私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・
藤が尾・星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・
妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が枝・
私部西・郡津・
松塚・私部 4
丁目一部（77
番～ 80番）

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青 山・
倉 治・
東倉治・
神宮寺・
向井田

6 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業課（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か
月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 4時 30 分に環境事業課で受け付けています。

収集地区 1日 8日 15日 22日

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部
（77番～ 80番）

新聞・
雑誌
など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

旅のお供はしゃれこうべ
　泉田もと　岩崎書店
路線バスしゅっぱつ！
　鎌田歩　福音館書店
ねこどけい
　きしだえりこ　福音館書店　
きょうりゅう
　工藤晃司　学研プラス
びっくり昆虫大図鑑
　高橋書店
日本の神様のお話　上・下
　東京書店
菜の子ちゃんとカッパ石
　富安陽子　福音館書店
プリンちゃんとだいふくくん
　とよたかずひこ　童心社

基本は 7つのワンピース
　香田あおい　文化出版局
桜おこわ
　和田はつ子　角川春樹事務所
人が集まる建築
　仙田満　講談社
モップの精は旅に出る
　近藤史恵　実業之日本社
戦国夜話
　本郷和人　新潮社
生身の人間
　曾野綾子　河出書房新社
すべての疲労は脳が原因
　梶本修身　集英社
感情を整えるアドラーの教え
　岩井俊憲　大和書房

お知らせ

　家庭などのパソコンや携帯電話からも、交野市立図書館所蔵の
本が検索できます。
ホームページ（https://www.katanotoshokan.jp/）

いっしょに
読んで

絵 本 か
ら 物 語 へ

「はがぬけたらどうするの？」 
　　　　セルビー・ビーラー　文
       　  ブライアン・カラス　絵

こだまともこ　訳
フレーベル館

　乳歯が抜けたと
き、その抜けた歯を
どうしているのかを
世界中の子どもたち
に聞いたお話です。
　「アメリカでは、
抜けた歯を枕の下に入れておくと、
眠っている間に歯の妖精が抜けた
歯を持って行って、お金を置いてく
れる」「コスタリカでは、お母さんが
抜けた歯に金メッキをして、イヤリ
ングを作ってくれる」「フランスで
は、抜けた歯を枕の下に入れてお
くと、ちびネズミが歯を持って行
き、代わりにプレゼントを置いてく
れる」など、さまざまな風習や興味
深い言い伝えが、その国の特色を
表した絵とともに描かれています。
　日本では、上の歯が抜けたら縁
の下に投げる、下の歯が抜けたら
屋根に放り上げるという言い伝え
がありますが、みなさんの家庭で
はどうでしょうか。
　歯が抜けることを通して、世界の
子どもたちを身近に感じる絵本です。
　 


